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Ver3.7.2 で追加、修正された機能を説明します。 

 

・「後方交会(放射法)」後視点の選択 

 

１、「後方交会(放射法)」後視点の選択 

   要望がありましたので、追加しました。 

点 Aと点 B、及び求める点（器械点）の配置は、下記を基本にしてください。 

  

 

     



最良の配置に出来ない場合にも、より良い精度を確保する為に 

下記のようにしたいという要望がありました。 

 

与点 T-1 、与点 T-2 とします。 

求める器械位置は、P点です。 

  

 

 P 点が T-1 に近い場合です。 

 

 T-1＝点 A 

  T-2＝点 B  

 として、測定します。 

 T-1 から T-2 を後視して 

 P 点座標を計算します。 

 与点間＝後視の距離 

（T-1,T-2 の距離）は 

 T-1 と P 間より長いので OK。 

 

 

 

 次に登録すると、このままだと 

 器械点は P、後視点は T-1 になります。 

 この状態では、Pと T-1 間 （後視の距離）が短いです。 

 この後の、器械点 Pからの観測が後視距離が短いので、精度が落ちます。 

 そこで、図の様に器械点 Pの後視点を T-2(点 B)にしたいという事です。 

 現状は、放射トラバースや杭打ちで後視点を T-2 に変更し、[BS]ボタンで 

 後視観測です。 

 この手間を省くのが、今回の目的です。 

 

 もう１パターンあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

図の様に、T-2 に P 点が近い場合

です。 

T-1＝点 B 

T-2＝点 A 

 として、測定します。 

 T-2 から T-1 を後視して 

 P 点座標を計算です。 

 与点間＝後視の距離 

（T-1,T-2 の距離）は 

 T-2 と P 間より長いので OK。 

  

 

 

 

この様に後視の距離を T-2 と P より長くする為に、 

T-1＝点 B 

T-2＝点 A 

としています。 

 

 

 次に登録すると、このままだと 

 器械点は P、後視点は T-2 になります。 

 この状態は、Pと T-2 間 （後視の距離）が短いです。 

 この後の、器械点 Pからの観測が後視距離が短いので、精度が落ちます。 

 そこで、図の様に器械点 Pの後視点を T-1(点 B)にしたいという事です。 

 現状は、放射トラバースや杭打ちで後視点を T-1 に変更し、[BS]ボタンで 

 後視観測です。 

 この手間を省くのが、今回の目的です。 

 

 ２パターンを理解して頂けましたか。 

ポイントは、２ヵ所です。 

器械点Ｐを求めるときに、後視の距離が長くなるように、点Ａ、点Ｂを指示する。 

「登録」時に、点Ａ、点Ｂのどちらを後視点として登録するかです。 

選択は、同じくＰからの距離が長い方を後視点にするです。 

 



 
の制限を超える場合のケースで、P 点(器械点)と与点が近い場合です。 

この後の観測の精度を保つ方法としての選択です。 

 

 以下、変更点です。 

  

② 「登録」ボタンを押す。 

 

② P-A＜P-B で距離差が５ｍ以上なら(5m に根拠はありません) 

 "P-B の方が距離が長いです。B点を後視点に登録しますか。" 

 のメッセージが出ます。 

 

③”いいえ”ならそのまま。 

 ”はい”なら 

 "B 点をゼロセットしますので、視準を確認して下さい。" 

 のメッセージを出す。 

 （この時、B点を視準状態とは思いますが確認します。） 

 「OK」ボタンでゼロセットする。 

 ゼロセット出来ない TS の場合は、TS 側でゼロセットする。 

 

  



 一連の流れです。 

 

  

 



 

   

 



 

   

 



 

記録簿の内容は、測定した結果なので 

今までと同じです。 

 

APA ファイルは、点 Bが後視観測点に 

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 


